
▲調印後、握手を交わす
　（左から）アサヒビー
　ル㈱四国工場の滝口進
　工場長、伊藤市長、ア
　サヒ飲料㈱四国支社の
　清水將生支社長

▲

市庁舎で執り行われた
　調印式の様子

　

7
月
6
日
に
実
施
さ
れ
た
農
業
委
員
の

一
般
選
挙
の
結
果
、
48
人
の
農
業
委
員
が

次
の
と
お
り
誕
生
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

西
条
市
の
農
業
の
発
展
を
託
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

■
会
長

　

近
藤
康
伸
（
旦
之
上
）

■
会
長
職
務
代
理
者

　

藤
田
要
雄
（
玉
津
）

■
地
区
別
農
業
委
員
会
委
員

飯
岡　
　

髙
橋　

悟
（
飯
岡
）

大
町　
　

石
橋
和
歓
（
福
武
甲
）

　
　
　
　

高
橋
元
正
（
大
町
）

　
　
　
　

宮
﨑　

浩
（
福
武
甲
）

玉
津　
　

髙
橋
由
則
（
下
島
山
甲
）

　
　
　
　

平
田
忠
士
（
下
島
山
甲
）

　
　
　
　

藤
田
要
雄
（
玉
津
）

神
拝　
　

越
智
易
孝
（
樋
之
口
）

神
戸　
　

髙
橋
信
晃
（
中
野
甲
）

　
　
　
　

徳
増
稚
養
一
（
安
知
生
）

　
　
　
　

野
口
公
哉
（
安
知
生
）

橘　
　
　

日
野
哲
也
（
坂
元
甲
）

　
　
　
　

楠　
　

学
（
坂
元
甲
）

禎
瑞　
　

加
藤　

茂
（
禎
瑞
）

氷
見　
　

稲
垣　

登
（
氷
見
乙
）

　
　
　
　

日
野
重
忠
（
氷
見
丙
）

　
　
　
　

丹　

常
夫
（
氷
見
甲
）

周
布　
　

塩
崎
幸
隆
（
周
布
）

　
　
　
　

越
智
貞
臣
（
吉
田
）

吉
井　
　

塩
崎
英
昭
（
今
在
家
）

　
　
　
　

山
内　

隆
（
石
田
）

　
　
　
　

渡
辺
勝
司
（
広
江
）

多
賀　
　

石
原　

尚
（
三
津
屋
）

　
　
　
　

越
智
廣
幸
（
北
条
）

壬
生
川　

曽
我
部
恒
夫
（
大
新
田
）

国
安　
　

藤
原
敏
隆
（
高
田
）

　
　
　
　

杉
野　

明
（
桑
村
）

吉
岡　
　

大
西
正
範
（
上
市
）

楠
河　
　

松
木
一
博
（
河
原
津
）

三
芳　
　

垂
水
久
明
（
三
芳
）

　
　
　
　

茎
田
元
近
（
三
芳
）

庄
内　
　

行
本
國
夫
（
福
成
寺
）

　
　
　
　

近
藤
康
伸
（
旦
之
上
）

丹
原　
　

別
宮
岩
義
（
丹
原
町
今
井
）

　
　
　
　

岡
田　

初
（
丹
原
町
丹
原
）

徳
田　
　

渡
部
菊
秀
（
丹
原
町
高
知
）

　
　
　
　

桑
村　

實
（
丹
原
町
古
田
）

田
野　
　

山
内
政
志
（
丹
原
町
高
松
）

　
　
　
　

徳
永
安
信
（
丹
原
町
田
野
上
方
）

　
　
　
　

兼
頭
安
一
（
丹
原
町
北
田
野
）

中
川　
　

今
井
三
郎
（
丹
原
町
関
屋
）

　
　
　
　

今
井
啓
一
（
丹
原
町
関
屋
）

桜
樹　
　

佐
伯
良
男
（
丹
原
町
鞍
瀬
）

小
松　
　

戸
田
博
明
（
小
松
町
北
川
）

　
　
　
　

久
松
博
重
（
小
松
町
新
屋
敷
）

　
　
　
　

玉
井
三
山
（
小
松
町
新
屋
敷
）

石
根　
　

曽
我
義
一
（
小
松
町
大
郷
）

　
　
　
　

神
野
忠
治
（
小
松
町
大
頭
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場
お
よ

び
ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
四
国
支
社
と
西
条

市
と
の
間
で
「
災
害
時
に
お
け
る

飲
料
水
等
の
提
供
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
、
８

月
１
日
に
市
庁
舎
で
調
印
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
や
風
水
害
な

ど
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
な
ど
の

応
急
対
策
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場
内
の
製

造
水
１
０
０
０
㌧
や
、
ア
サ
ヒ
飲
料

㈱
四
国
支
社
の
自
社
製
品
（
ウ
ー
ロ

ン
茶
等
）
約
16
㌧
分
の
飲
料
水
を
、

無
償
で
市
へ
提
供
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
、
協
定
書
に
は
、
そ
れ
ら
の
手

続
き
や
運
搬
方
法
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱

四
国
工
場
の
滝
口
進
工
場
長
、
ア
サ

ヒ
飲
料
㈱
四
国
支
社
の
清
水
將
生
支

社
長
、
伊
藤
市
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
協

定
書
に
署
名
・
押
印
し
、
協
定
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
四
国
支
社

と
西
条
市
と
は
、
平
成
18
年
８
月
１

日
に
「
災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資

提
供
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て

お
り
、
市
庁
舎
に
災
害
救
援
自
動
販

売
機
を
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
自
動
販
売
機
は
「
災
害

救
援
ベ
ン
ダ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
大
規
模
災
害
の
停
電
時
で
も
非

常
用
の
バ
ッ
テ
リ
ー
で
商
品
を
無
償

で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広報さいじょう　2008　9月号�


